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一　

は
じ
め
に

　

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
は
音
の
高
低
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
伝
統
音
楽
は
こ
と
ば

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
を
生
か
し
て
作
曲
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
残
さ
れ
て

い
る
譜
に
よ
っ
て
作
曲
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
、『
四

座
講
式
』『
補
忘
記
』
な
ど
の
声
明
類
や
「
平
曲
譜
本
」「
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
譜
本
」
な

ど
語
り
物
の
譜
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
京
都
や
大
坂
の
ア
ク
セ
ン
ト
資

料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

　

東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
第
十
回
公
開
学
術
講
座
「
邦
楽
の
旋
律
と
ア

ク
セ
ン
ト
―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
」
に
お
い
て
、
室
町
時
代
の
謡
が
ど
れ
く
ら
い
ア
ク

セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
た
か
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
金
春
禅
竹
『
五
音
三
曲
集
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
松
風
」
の
胡
麻
章
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
金
春

禅
竹
と
金
春
喜
勝
の
胡
麻
章
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
比
較
と
と
も
に
、「
松
風
」
の
当
該
箇

所
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
推
定
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
に
あ
た
り
、
高
い
拍
を
Ｈ
、
低
い
拍
を
Ｌ
、
下
降
す
る
拍
を
Ｆ
、

上
昇
す
る
拍
を
Ｒ
と
す
る
。
ま
た
胡
麻
章
は
《　

》
内
に
、
上
げ
胡
麻
を
Ｕ
、
下
げ
胡

麻
を
Ｄ
、
平
胡
麻
を
Ｓ
、
下
降
す
る
胡
麻
を
Ｆ
で
、
胡
麻
章
の
な
い
場
合
に
は
×
、
そ

の
他
は
＊
で
示
す
。

　

ま
た
、
胡
麻
章
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
を
比
較
対
照
し
た
。

　
　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵　

金
春
禅
竹
自
筆
本
『
五
音
三
曲
集
』

　
　
　
　

「
長
禄
四
年
十
一
月
十
一
日　

金
春
竹
田
秦
翁　

氏
信
（
花
押
）」
と
あ
る
。

　
　
　
　

禅
竹　

一
四
〇
五
（
応
永
一
二
）
～
一
四
七
〇
（
文
明
二
）

　
　

法
政
大
学
野
上
記
念
能
楽
研
究
所
蔵　

毛
利
家
旧
蔵
金
春
喜
勝
筆
謡
本　
「
松
風
」

　
　
　
　

書
写
年
は
不
明
。
喜
勝　

一
五
一
〇
（
永
正
七
）
～
一
五
八
三
（
天
正
一
一
）。

　
　
　
　

金
春
禅
竹
か
ら
数
え
て
五
世
。

　
　
　

二　

ア
ク
セ
ン
ト
の
推
定
方
法

　

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
通
時
的
に
も
変
化
し
、
地
域
的
に
も
異
な
る
。
し
か
し
、

同
じ
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
つ
語
は
、
同
じ
よ
う
に
変
化
を
起
こ
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
対

応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
文
献
資
料
と
地
域
方
言
に
よ
る
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
ア

ク
セ
ン
ト
に
よ
る
単
語
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
、
語
類
と
い
い
、
品
詞
、
拍
数
ご
と
に

分
類
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
早
稲
田
語
類
に
よ
っ
て
記
述
を
行
う

（
一
）。

　

京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
は
、
語
頭
か
ら
二
拍
以
上

の
低
拍
が
続
い
て
い
た
も
の
が
、
室
町
、
江
戸
時
代
に
は
高
拍
で
始
ま
る
形
に
変
化
を

す
る
。
こ
れ
を
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
と
呼
ぶ
が
、
低
く
始
ま
る
型
、
す
な
わ
ち
低
起

式
の
も
の
が
減
少
し
、
高
く
始
ま
る
型
、
す
な
わ
ち
高
起
式
が
増
加
す
る
。
室
町
時
代

の
謡
に
反
映
す
る
の
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
と
考

室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
推
定
の
方
法　
―
謡
「
松
風
」
を
例
に
―

坂　
　

本　
　

清　
　

恵
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え
ら
れ
る
。

　
　
　

平
安
・
鎌
倉
∨
室
町
・
江
戸

　
　
　

Ｌ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｌ　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
Ｌ
Ｈ
∨
Ｈ
Ｌ
Ｌ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

Ｌ
Ｌ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｌ　
　
　
　
　
　

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ

　
　
　

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ　
　
　
　

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
・
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

　

東
京
ア
ク
セ
ン
ト
と
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
鎌
倉
時
代
、
室
町
・
江
戸
、
現
代
の
ア
ク

セ
ン
ト
を
語
類
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
を
示
し
た
も
の
が
稿
末
の
表
で
あ
る
。「
東
京
出
自
」

は
現
代
の
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
古
い
東
京
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
現
在
の
東
京
で

ア
ク
セ
ン
ト
が
そ
の
語
類
の
例
外
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
×
を
付
け
た
。

　

三
お
い
て
、
稿
末
の
語
類
表
を
参
考
に
し
つ
つ
、
室
町
時
代
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
推

定
と
比
較
を
行
っ
て
い
く
。

　

「
松
風
」
の
詞
章
の
う
ち
、
声
点
、
節
博
士
、
胡
麻
章
な
ど
の
ア
ク
セ
ン
ト
注
記
例

の
あ
る
語
に
つ
い
て
は
、秋
永
一
枝
他
編『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
総
合
資
料　

索
引
篇
』

『
同　

研
究
篇
』（
東
京
堂
出
版　

一
九
九
七
、
九
八
）
に
拠
り
、
基
本
的
に
は
こ
こ
で

は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
が
、
大
き
く
語
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
外
れ
る
場
合
な
ど
に
つ

い
て
は
一
部
と
り
あ
げ
て
説
明
す
る
。
な
お
、ア
ク
セ
ン
ト
の
典
拠
資
料
の
略
称
は
『
索

引
篇
』
に
従
う
。
典
拠
資
料
が
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
の
前
後
ど
ち
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
反
映
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、『
研
究
篇
』
で
確
認
さ
れ
た
い
。

　

こ
こ
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
推
定
の
対
象
と
な
る
の
は
、
主
に
多
拍
の
複
合
語
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
成
素
の
語
類
が
分
か
れ
ば
、
同
様
の
語
構
成
を
持
つ
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
注

記
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
前
の
ア
ク
セ
ン
ト
推
定
に
は
次

の
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

秋
永
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究　

研
究
篇
上
下
』
一
九
八
〇
・
一
九
九
一

年　

校
倉
書
房

　

ま
た
、
胡
麻
章
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
三
拍
で
は
、
お
お
む
ね

次
の
よ
う
に
推
定
を
行
う
。

　
　
　

Ｈ
Ｈ
Ｈ
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》《
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》

　
　
　

Ｈ
Ｈ
Ｌ
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》　　

　
　
　

Ｈ
Ｌ
Ｌ
《
Ｕ
Ｄ
Ｄ
》《
Ｓ
Ｄ
Ｄ
》《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》《
Ｓ
Ｄ
Ｓ
》

　
　
　

Ｌ
Ｈ
Ｌ
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》《
Ｓ
Ｕ
Ｓ
》　

　

右
の
う
ち
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
も
の
は
、
胡
麻
章
の
高
低
と
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
が

一
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
判
断
を
す
る
。

　

Ｈ
Ｈ
Ｈ
と
推
定
す
る
も
の
に
、《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》《
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》
が
あ
る
。
謡
い
出
し
の
Ｈ
Ｈ

Ｈ
は
語
頭
を
下
げ
て
歌
う
の
で
、一
拍
目
の
胡
麻
が
低
く
振
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、

《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》《
Ｓ
Ｄ
Ｓ
》
の
よ
う
に
二
拍
目
が
低
く
な
っ
て
ま
た
上
が
る
中
低
型
の
胡
麻

章
は
、
そ
の
直
前
に
ア
ク
セ
ン
ト
核
が
あ
る
も
の
と
し
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
推

定
す
る

（
二
）。

　
　
　

三　

「
松
風
」
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
推
定
の
具
体
例

［
三
―
一
］
推
定
ア
ク
セ
ン
ト
と
胡
麻
章
が
一
致
す
る
も
の

　

胡
麻
章
の
影
印
は
稿
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
の
で
、
用
例
の
番
号
と
照
合
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

１
「
心
つ
く
し
の
《
×
Ｄ
Ｓ
×
Ｕ
》
秋
か
せ
に
《
×
＊
×
Ｕ
》
禅
竹

　

２
「
こ
こ
ろ
つ
く
し
の
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》
秋
か
ぜ
に
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
心
づ
く
し
」
は
「
心
」
が
三
拍
名
詞
五
類
で
、「
尽
く
す
」
は
三
拍
一
類
動
詞
と
同

様
と
考
え
ら
れ
、
後
部
が
動
詞
の
場
合
に
は
、
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
生
か
す
傾
向
が
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み
ら
れ
る

（
三
）。

鎌
倉
時
代
に
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
か
、
安
定
型
の
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
が
推
定

で
き
、
体
系
変
化
に
よ
り
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
あ
る
い
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
に
な
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
禅
竹
の
胡
麻
章
は
「
心
つ
く
し
」《
×
Ｄ
Ｓ
×
》
は
「
つ
」
で
下
が
る
こ
と

を
示
す
。
喜
勝
の
胡
麻
章
「
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
」《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》
も
「
つ
」
に
下
げ

胡
麻
が
付
さ
れ
、
と
も
に
こ
こ
で
下
降
す
る
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
一
致
す

る
。
語
類
と
語
構
成
か
ら
推
定
し
た
う
ち
の
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
変
化

後
の
も
の
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
秋
風
」
は
、『
近
松
』
と
現
代
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
が
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
が
、
喜
勝
の

胡
麻
章
は
こ
れ
と
は
異
な
り
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》
で
あ
る
。「
秋
風
」
は
二
拍
名
詞
五
類
＋
二

拍
名
詞
一
類
の
構
成
で
、
同
様
の
構
成
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
例

に
「
雨
鳥
（
あ
ま
ど
り
）」『
和
名
．
名
義
』、「
唯
米
（
た
だ
よ
ね
）」『
医
心
』、
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｌ
の
例
に
「
猿
柿
（
さ
る
か
き
）」『
医
心
』、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
「
春
風
」『
古
今
』
が
あ
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
は
「
春
風
」『
平
節
』
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
が
あ
り
、
こ
れ
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ

か
ら
の
順
当
な
変
化
で
あ
る
。
体
系
変
化
前
に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
り
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
へ

の
変
化
も
考
え
ら
れ
、
喜
勝
の
胡
麻
章
は
室
町
時
代
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て

い
る
と
い
え
る
。

　

３
「
ゆ
き
ひ
ら
の
中
納
言
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」
禅
竹

　

４
「
ゆ
き
ひ
ら
の
中
納
言
《
Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｆ
》」
禅
竹

　

５
「
行
平
の
中
納
言
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
》」
喜
勝

　

６
「
行
平
の
中
納
言
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
行
平
」
は
、
四
拍
の
名
前
で
、
一
類
動
詞
「
行
く
」
＋
「
平
」
の
構
成
で
あ
る
。

秋
永
に
よ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
は
、
前
部
に
二
拍
四
類
の
「
仲
」
Ｌ
Ｈ

で
あ
る
「
仲
平
」
が
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
行
く
」
が
一
類
動
詞
で
高
起
式

で
あ
り
、
前
部
が
高
く
始
ま
る
「
行
平
」
は
四
拍
多
数
型
の
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
る

と
い
う

（
四
）。

現
代
京
都
で
は
、「
行
平
」
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
が
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｈ

Ｌ
Ｌ
へ
、
さ
ら
に
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

禅
竹
の
譜
で
は
、「
行
平
の
中
納
言
」
に
３
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》、
４
《
Ｄ
Ｕ

Ｆ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｆ
》
の
例
が
あ
る
。
前
者
は
「
の
」
が
続
く
た
め
に
Ｈ
が
後
ろ
へ
ず
れ
た
が
、

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
し
、
後
者
も
謡
い
出
し
で
あ
る
た
め
に
低
く
始
ま
る
が
、
ア
ク
セ
ン

ト
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
喜
勝「
行
平
の
」の
譜
は
二
例
と
も《
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》
で
こ
れ
も
禅
竹
３
と
同
じ
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
。

　

７
「
浦
半
の
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
×
》」
禅
竹　

　

８
「
浦
半
の
《
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
浦
曲
」
は
、「
浦
」
二
拍
名
詞
三
類
＋
「
輪
」
一
拍
名
詞
三
類
の
複
合
語
で
あ
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
の
確
例
は
な
い
。
同
様
の
語
構
成
の
も
の
で
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に

Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
、「
あ
や
め
（
文
目
）」『
古
今
．
僻
抄
』、「
う
ね
を
（
畝
丘
）」『
神
紀
』、

「
お
に
び
（
鬼
火
）」『
和
名
』、「
く
ま
の
（
熊
野
（
地
名
））」『
袖
中
』、「
し
も
よ
（
霜
夜
）」

『
古
今
』、「
す
み
ご
（
炭
篭
）」『
名
義
』、「
た
ま
ゐ
（
玉
井
）」『
袖
中
』、「
つ
な
で
（
綱
手
）」

『
和
名
．
袖
中
』、「
な
は
て
（
縄
手
・
畷
）」『
和
名
．
名
義
』、「
や
ま
だ
（
山
田
）」『
人
紀
．

古
今
』
な
ど
圧
倒
的
に
多
く
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
を
経
て
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
っ
た
と
推

定
で
き
る
。
禅
竹
は
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
で
、
喜
勝
は
《
Ｓ
Ｄ
Ｓ
》。
禅
竹
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
の
語
頭
下

が
っ
た
例
。
喜
勝
は
三
類「
浦
」の
Ｈ
Ｌ
を
生
か
し
た
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

Ｈ
Ｈ
Ｌ
も
Ｈ
Ｌ
Ｌ
も
室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

９
「
里
は
な
れ
な
る
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》」
禅
竹　

　

10
「
里
は
な
れ
な
る
《
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
里
離
れ
」
は
、「
里
」
二
拍
一
類
＋
「
離
れ
」
二
類
動
詞
の
複
合
名
詞
で
あ
る
。
同

じ
構
成
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
例
に
「
く
び
お
ほ
ひ
（
首
被
・
頚
被
）」『
和
名
．

名
義
』、「
と
こ
し
ば
り
（
床
縛
）」『
和
名
．
名
義
』、「
と
り
あ
は
せ
（
闘
鶏
）」『
和
名
．

名
義
』、「
ま
と
ま
う
し
（
的
申
）」『
和
名
．
名
義
』、「
み
や
づ
く
り
（
宮
造
）」『
古
今
』
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が
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。
体
系
変
化
を
経
て
も
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

禅
竹
の
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
が
ま
さ
に
こ
の
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
。

　

11
「
か
よ
ひ
ぢ
の
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
＊
》」 

禅
竹　

　

12
「
か
よ
ひ
ち
の
《
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
通
路
」
は
、
一
類
動
詞
「
通
」
を
前
部
に
持
ち
、『
古
今
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
の
例
、『
近

松
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
る
が
、
禅
竹
の
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を

推
定
し
た
。
喜
勝
の
胡
麻
章
も
語
頭
が
下
が
る
が
《
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
反

映
し
て
い
る
。

　

13
「
つ
た
な
き
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」
禅
竹

　

14
「
つ
た
な
き
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
つ
た
な
き
」
は
『
平
節
』
に
「
拙
ナ
ふ
」《
上
×
×
×
》
と
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
示
す
譜
が

あ
る
が
、禅
竹
の
胡
麻
章
は
「
つ
た
な
き
」《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
と
上
げ
胡
麻
が
、喜
勝
も
《
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
》
で
あ
り
、『
名
義
』
に
あ
る
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ
を
受
け
継
い
だ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

15
「
あ
ま
小
船
の
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｓ
》」
禅
竹　

　

16
「
あ
ま
小
舟
の
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
海
人
小
舟
」
は
、「
海
人
」
二
拍
名
詞
三
類
＋
「
小
舟
」
の
複
合
で
あ
る
。「
小
舟
」

に
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
『
和
名
．
袖
中
』、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
『
袖
中
』
の
例
が
あ
り
、
高
起
式
の
一
類
か
二

類
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
語
構
成
で
は「
あ
さ
が
し
は（
朝
柏
）」『
古
今
．
袖
中
』、「
あ

し
が
な
へ
（
足
鼎
）」『
和
名
．
名
義
．
浄
拾
』、「
か
は
ご
ろ
も
（
皮
衣
・
裘
）」『
和
名
．

名
義
．
字
鏡
』、「
く
そ
か
づ
ら
（
細
子
草
（
植
物
名
））」『
和
名
』、「
は
な
ざ
か
り
（
花

盛
）」『
古
今
．
浄
拾
』、「
み
み
ぐ
さ
り
（
耳
鎖
）」『
和
名
．
名
義
』、「
も
と
か
し
は
（
本

柏
）」『
古
今
』、「
や
ま
あ
ざ
み
（
山
薊
・
大
薊
（
植
物
名
））」『
和
名
』、「
や
ま
か
し
は
（
猪

苓
（
植
物
名
））」『
医
心
』
に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
例
が
み
ら
れ
、
こ
れ
が
ア
ク
セ
ン
ト
体
系

変
化
を
経
て
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
と
な
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
禅
竹
の
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》、
喜

勝
の
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》
と
も
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。

　

17
「
夢
の
世
に
《
Ｕ
Ｕ
＊
Ｄ
Ｄ
》」
禅
竹

　

「
夢
の
世
」
は
二
拍
名
詞
三
類
「
夢
」
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
Ｌ
Ｌ
で
あ
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
を
経
て
Ｈ
Ｌ
と
な
る
が
、「
ゆ
め
の
よ
」
全
体
で
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
か
ら

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
変
化
し
た
と
み
て
、
禅
竹
の
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
＊
Ｄ
》
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
生

か
し
た
も
の
と
み
た
。
喜
勝
は
「
世
中
に
」
で
本
文
に
異
同
が
あ
る
。

　

18
「
し
ほ
く
み
車
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
》」
禅
竹　

　

19
「
塩
汲
く
る
ま
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
潮
汲
み
車
」
は
、「
潮
汲
み
」
と
「
車
」
の
複
合
語
で
あ
る
。「
潮
汲
み
」
は
「
潮
」

二
拍
名
詞
三
類
＋
「
汲
む
」
二
拍
動
詞
一
類
の
複
合
語
で
、こ
の
語
構
成
の
も
の
は
「
あ

し
ま
き
（
足
巻
（
虫
名
））」『
名
義
』、「
い
ぬ
い
き
（
犬
行
）」『
名
義
』、「
か
み
な
り
（
雷
）」

『
和
名
』、「
く
つ
ひ
き
（
沓
引
・
臥
機
）」『
和
名
．
名
義
』、「
こ
と
あ
げ
（
言
挙
）」『
神

紀
．
乾
私
』、「
こ
と
わ
り
（
理
・
断
）」『
名
義
．
神
紀
．
人
紀
．
丙
私
』、「
し
ほ
か
れ
（
潮

涸
）」『
袖
中
』、「
た
ち
は
き
（
帯
刀
）」『
古
今
』、「
た
ま
ま
き
（
玉
巻
）」『
人
紀
』、「
つ

な
び
き
（
綱
引
）」『
顕
拾
．
浄
拾
』、「
は
な
つ
み
（
花
摘
）」『
古
今
』、「
ま
た
ぶ
り
（
椏
）」

『
和
名
．
名
義
』、「
も
と
ゆ
ひ
（
元
結
）」『
和
名
』、「
も
の
い
ひ
（
物
言
）」『
顕
拾
』、「
や

ま
ご
え
（
山
越
）」『
古
今
．
袖
中
．
顕
後
』、「
ゆ
み
は
り
（
弓
張
）」『
和
名
．
名
義
』、

「
わ
き
あ
け
（
腋
明
）」『
和
名
．
名
義
』
な
ど
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の

例
が
あ
る
。「
車
」
は
三
拍
一
類
で
あ
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
＋
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
語
構
成
の
ア
ク
セ
ン

ト
例
は
み
ら
れ
な
い
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
か
ら
の
変
化

と
す
れ
ば
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
。
禅
竹
の
胡
麻
章
は
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
》
で
、

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
喜
勝
は
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
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を
反
映
し
て
お
り
、
こ
れ
も
室
町
ア
ク
セ
ン
ト
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

20
「
草
の
露
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｓ
》」
禅
竹

　

21
「
草
の
露
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
》」
喜
勝

　

「
草
の
露
」
は
「
草
」
二
拍
名
詞
三
類
＋
の
＋
「
露
」
二
拍
名
詞
五
類
で
ア
ク
セ
ン

ト
体
系
変
化
前
に
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
変
化

し
た
と
す
れ
ば
、
禅
竹
の
胡
麻
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｓ
》
と
一
致
す
る
。
喜
勝
の
胡
麻
章
は
五

類
「
露
」
Ｌ
Ｆ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
生
か
さ
れ
た
《
Ｓ
Ｕ
》
で
あ
る
。

　

22
「
よ
り
も
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」
禅
竹

　

23
「
よ
り
も
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
寄
り
藻
」
は
「
寄
る
」
二
拍
動
詞
一
類
＋
「
藻
」
一
拍
名
詞
二
類
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
じ
語
構
成
の
「
か
る
も
（
刈
藻
）」『
古
今
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
例
が
あ
る
。
禅
竹
の
胡

麻
章
は
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
で
こ
れ
に
一
致
す
る
。
喜
勝
は
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
を
反
映
す

る
と
み
て
よ
い
。

　

24
「
す
て
く
さ
《
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」　

禅
竹

　

25
「
捨
草
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
》」　

喜
勝

　

「
捨
て
草
」
は
「
捨
て
る
」
二
三
拍
動
詞
一
類
＋
「
草
」
二
拍
名
詞
三
類
の
複
合
語
で
、

同
じ
語
構
成
で
後
部
成
素
に
「
草
」
を
持
つ
例
、「
う
き
く
さ
（
浮
草
）」『
和
名
．
謡
曲
．

大
観
．
京
ア
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・『
和
名
．
医
心
．
古
今
．
平
節
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
、「
ゑ
み
ぐ
さ
（
笑

草
）」『
和
名
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・『
和
名
．
医
心
．
名
義
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。
禅
竹
の
胡
麻

章
《
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
は
語
頭
が
低
い
が
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
を
反
映
す
る
と
で
き
る
。

　

26
「
こ
ひ
草
の
《
右
×
×
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》《
左
Ｕ
Ｄ
×
×
×
》」
禅
竹　
　

　

27
「
恋
草
の
《
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
恋
草
」
は
「
恋
」
二
拍
名
詞
三
類
＋
「
草
」
二
拍
名
詞
三
類
の
語
構
成
で
あ
る
が
、

こ
の
構
成
の
複
合
語
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
、
体
系
変
化
に
よ
り

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、「
草
」
を
下
部
成
素
に
持
つ
語
に
つ
い
て
は
「
つ

き
く
さ
（
月
草
・
鴨
頭
草
）」「
も
も
く
さ
（
百
草
）」「
や
ま
く
さ
（
狼
毒
（
植
物
名
））」

な
ど
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
へ
の
変
化
を
経
る
と
考
え
ら
れ
、「
恋
草
」
も
ア
ク
セ
ン

ト
体
系
変
化
後
に
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

禅
竹
の
胡
麻
章「
こ
ひ
」の
左
に《
Ｕ
Ｄ
》「
草
」の
右
に《
Ｄ
Ｕ
》の
胡
麻《
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
》

は
「
恋
」「
草
」
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
最
初
の

下
降
が
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま

た
、
喜
勝
の
胡
麻
章
は
《
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
》
で
あ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
、
禅
竹
の
胡
麻
章

は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

　

28
「
な
れ
衣
の
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」 

禅
竹　
　

　

29
「
な
れ
衣
の
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
馴
れ
衣
」
は
二
三
拍
動
詞
二
類
「
馴
れ
」
＋
「
衣
」
三
拍
名
詞
一
類
の
複
合
語
で
、

同
様
の
語
構
成
の
「
立
ち
と
こ
ろ
」
に
は
『
名
義
』
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
、
体
系
変
化
後
の

例
『
平
節
』
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
あ
る
。
禅
竹
の
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》
は
最
初
の
下
降

が
ア
ク
セ
ン
ト
核
で
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
喜
勝
の
胡
麻
章
《
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》

は
体
系
変
化
前
に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
に
変
化
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
と

推
定
で
き
る
。

　

30
「
す
ま
の
う
ら
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｆ
》」
禅
竹

　

31
「
須
磨
の
浦
《
Ｕ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
須
磨
の
浦
」
に
つ
い
て
は
、「
須
磨
」
が
『
古
今
・
平
節
』
に
Ｈ
Ｌ
と
あ
る
。
ア
ク

セ
ン
ト
変
化
前
か
ら
Ｈ
Ｌ
で
あ
り
、「
浦
」
が
三
類
な
の
で
、「
須
磨
の
浦
」
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｌ
で
喜
勝
の
胡
麻
《
Ｕ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》
に
近
い
。
し
か
し
、『
大
観
』
に
「
須
磨
の
」
Ｈ
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Ｈ
Ｈ
の
例
が
あ
る
の
で
、「
須
磨
の
浦
」
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
ち
ら

は
禅
竹
の
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｆ
》
に
合
致
す
る
。

　

な
お
、
「
三
年
は
こ
こ
に
須
磨
の
浦
」
は
「
住
ま
」
と
「
須
磨
」
の
掛
詞
で
あ
る
が
、

一
般
に
は
上
か
ら
続
く
掛
け
る
語
で
は
な
く
、
掛
け
ら
れ
る
下
へ
続
く
語
の
表
記
と
ア

ク
セ
ン
ト
が
表
出
す
る
。「
住
む
」
は
二
拍
二
類
動
詞
で
Ｌ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り
、

掛
け
ら
れ
る
「
須
磨
の
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
謡
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

32
「
い
や
ま
し
の
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」
禅
竹

　

33
「
い
や
ま
し
の
《
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
い
や
ま
し
の
」
は
、「
い
や
」『
人
紀
・
古
今
・
大
観
』
Ｈ
Ｈ
で
、「
増
し
」
が
一
類

動
詞
の
連
用
形
な
の
で
、Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
が
推
定
で
き
る
が
、後
接
が
「
の
」
で
あ
る
た
め
、

現
代
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
様
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
禅
竹
の
胡
麻

章
と
合
致
す
る
。
喜
勝
の
胡
麻
章
《
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
》
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
を
語
頭
低
下
に
し

た
も
の
か
。

　

34
「
お
も
ひ
草
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
＊
》」
禅
竹

　

35
「
お
も
ひ
草
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
＊
》」
喜
勝

　

「
思
ひ
草
」
は
、「
思
ひ
」
が
二
類
動
詞
＋
「
草
」
二
拍
名
詞
三
類
の
語
構
成
は
、
ア

ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
多
く
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
も
見
ら
れ
る
。
体
系
変

化
後
に
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
か
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
に
な
る
。
し
か
し
、「
草
」
を
後
部
成
素
に
持
つ

複
合
語
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
、
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
，
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
よ
う
な
後
ろ
か

ら
二
拍
目
に
下
が
り
目
が
く
る
型
が
多
く
、
低
く
始
ま
る
語
に
は
「
い
た
ち
ぐ
さ
（
連

翹
・
鼬
草
（
植
物
名
））・
え
や
み
ぐ
さ
（
龍
胆
）（
植
物
名
）」「
お
き
な
ぐ
さ
（
翁
草
）・

く
ろ
め
く
さ
（
白
薇
（
植
物
名
））・
た
む
け
く
さ
（
手
向
草
）・
つ
き
ね
く
さ
（
及
已
（
植

物
名
））・
ふ
か
み
ぐ
さ
（
牡
丹
）・
ま
と
り
ぐ
さ
（
苦
参
（
植
物
名
））・
ま
ひ
り
ぐ
さ
（
苦

草
（
植
物
名
））」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
か
ら
の
変
化
で
あ
れ
ば
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
竹
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
＊
》、
喜
勝
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
＊
》
の

胡
麻
章
も
推
定
し
た
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
に
一
致
す
る
。　

　

36
「
葉
す
ゑ
に
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》」
禅
竹

　

37
「
葉
す
ゑ
に
《
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
葉
末
」
は
、
一
拍
名
詞
二
類
＋
二
拍
名
詞
一
類
の
複
合
語
で
あ
る
。
こ
の
語
構
成

は
「
は
ご
も
（
葉
菰
）」『
顕
散
』、「
や
さ
き
（
矢
先
）」『
和
名
．
名
義
．
謡
曲
．
平
節
．

京
ア
』、「
や
は
ず
（
矢
筈
）」『
和
名
．
名
義
』
な
ど
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
か
ら
Ｈ

Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
禅
竹
の
胡
麻
章
「
葉
す
ゑ
に
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》」
は
助
詞
「
に
」
が
低
く
つ

く
が
、
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
一
致
す
る
。

　

38
「
か
り
衣
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｆ
》」
禅
竹

　

39
「
か
り
衣
《
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
か
り
ご
ろ
も
（
狩
衣
）」
は
『
古
今
・
袖
中
』
に
〈
平
平
×
×
×
〉
の
例
が
あ
る
。

「
狩
」
は
『
巫
私
・
浄
拾
』
で
は
二
類
動
詞
と
同
様
の
Ｌ
Ｆ
が
推
定
で
き
、「
衣
」
が
三

拍
名
詞
一
類
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
後
部
成
素
が
三
拍
一
類
で
Ｌ
Ｌ
で
始
ま
る
五
拍
名
詞

に
は
、ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
安
定
型
の
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
例
が
「
あ
し
が
な
へ
（
足

鼎
）」『
和
名
．名
義
．浄
拾
』、「
お
ほ
な
つ
め（
大
棗
）」『
医
心
』、「
か
は
ご
ろ
も（
皮
衣
・
裘
）」

『
和
名
．
名
義
．
字
鏡
』、「
か
ら
あ
ふ
ひ（
唐
葵
）」『
医
心
』、「
は
な
ざ
か
り（
花
盛
）」『
古
今
．

浄
拾
』、「
は
ひ
ま
ゆ
み
（
杜
仲
（
植
物
名
））」『
和
名
．
医
心
．
名
義
』、「
ひ
き
ざ
く
ら

（
蕪
夷
・
低
桜
（
植
物
名
））」『
和
名
．
医
心
．
名
義
．
袖
中
』、「
ひ
と
さ
か
り
（
一
盛
）」

『
古
今
』、「
み
み
ぐ
さ
り
（
耳
鎖
）」『
和
名
．
名
義
』、「
や
ま
あ
ざ
み
（
山
薊
・
大
薊
（
植

物
名
））」『
和
名
』
な
ど
と
多
く
、特
に
後
部
が
「
衣
」
の
「
か
は
ご
ろ
も
（
皮
衣
・
裘
）」

も
あ
り
、「
狩
衣
」
も
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
と
変
化
を
し
た
も
の
と
推
定
で
き

る
。

　

禅
竹
の
胡
麻
章
は
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｆ
》
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
語
頭
が
下
が
っ
た
例
で
あ
ろ
う
。
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［
三
―
二
］
胡
麻
章
が
新
旧
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
も
の

　

40
「
お
な
し
世
に
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
》」
禅
竹

　

41
「
お
な
し
世
に
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｓ
Ｕ
》」
喜
勝

　

「
お
な
し
世
に
」
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
取
り
上
げ
た
が
、説
明
を
加
え
て
お
く

（
五
）。

　

禅
竹
自
筆
本
の
「
お
な
し
世
に
」《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
を
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
》
に
変
更
を
し

て
い
て
、
八
左
衛
門
本
は
そ
れ
を
写
す
。「
同
じ
」
は
形
容
詞
で
あ
れ
ば
、
二
類
相
当
で

Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、「
お
な
じ
世
」
で
は
連
体
詞
で
『
平
節
・
大
観
』
に

Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
例
が
あ
る
。
こ
こ
は
連
体
詞
と
し
て
の
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
形
容
詞
二
類
の
Ｈ

Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
に
施
譜
を
改
め
た
も
の
で
、
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
古

い
も
の
に
直
し
た
と
解
釈
す
る
。
喜
勝
の
お
な
し
世
に
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｓ
Ｕ
》」
は
訂
正
後
の

禅
竹
に
同
じ
譜
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
世
」
は
一
類
だ
が
、
現
代
京
都
は
上
昇
調
に
か
わ
る
。「
世
に
」
は
新
し
い

ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

42
「
よ
し
な
し
と
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｆ
Ｕ
》」
禅
竹

　

43
「
よ
し
な
し
と
《
Ｄ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
》」
喜
勝

　

「
よ
し
な
し
」も
前
稿
で
取
り
上
げ
た
が
、禅
竹
自
筆
本
は「
よ
し
な
し
」《
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｆ
》

か
ら
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｆ
》
に
変
更
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。「
よ
し
な
し
」
は
『
名
義
』
に
Ｈ

Ｈ
Ｌ
Ｆ
、『
平
節
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
り
、
訂
正
後
の
胡
麻
章
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。し
か
し
、喜
勝
本
は《
Ｄ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
》の
胡
麻
章
が
施
さ
れ
て
い
る
。

「
よ
し
あ
し
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
影
響
を
受
け
た
か
、
あ
る
い
は
「
由
」
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
現
代
京
都
で
は
高
起
式
か
ら
低
起
式
の
Ｌ
Ｈ
に
変
わ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
。

［
三
―
三
］
ア
ク
セ
ン
ト
と
胡
麻
章
が
一
致
し
な
い
も
の

　

44
「
出
し
ほ
を
《
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》」
禅
竹

　

45
「
出
し
ほ
ゝ
《
Ｄ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
出
潮
」
は
、「
づ
」
は
二
類
動
詞
と
同
じ
変
化
を
し
、「
潮
」
が
三
類
で
あ
り
、
ア

ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
後
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
が

推
定
さ
れ
る
。
同
様
の
ア
ク
セ
ン
ト
例
と
し
て
は
、「
獲
物
」「
見
物
」
が
あ
り
、『
名
義
』

で
は
Ｌ
Ｌ
×
で
、
現
代
京
都
は
そ
れ
ぞ
れ
高
起
式
の
Ｈ
Ｌ
Ｌ
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
、「
出
潮
」
は

現
代
京
都
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
禅
竹
《
Ｄ
Ｄ
Ｕ
》、喜
勝
《
Ｄ
Ｄ
Ｓ
》
の
胡
麻
章
で
、「
出
潮
」

の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
な
く
、
低
起
式
「
で
る
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
生
か
し
た
節
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

46
「
す
か
た
《
右
Ｓ
×
Ｕ
》《
左
Ｄ
Ｕ
Ｓ
》」
禅
竹

　

47
「
す
か
た
《
Ｄ
Ｕ
Ｓ
》」
喜
勝

　

「
姿
」
は
五
類
で
室
町
時
代
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り
、
禅
竹
は
左
に
胡
麻
章

を
つ
け
て
あ
る
が
、こ
の
胡
麻
は
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
で
あ
り
、Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
し
か
し
、

右
の
胡
麻
章
は《
Ｓ
×
Ｕ
》で
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
合
わ
な
い
。ま
た
、喜
勝
の
胡
麻
章
も《
Ｄ

Ｕ
Ｓ
》
で
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
合
わ
な
い
。
禅
竹
の
右
の
胡
麻
章
、
喜
勝
の
胡
麻
章
は
同

じ
高
低
を
示
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
《
Ｕ
Ｄ
Ｄ
》
か
ら
語
頭
の
高
が
一

拍
後
ろ
に
ず
れ
た
施
譜
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
旋
律
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、

正
確
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
禅
竹
は
左
に
胡
麻
章
を
差
し
な
お
し
た
の

で
は
な
い
か
。

　

48
「
し
の
ひ
車
を
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
＊
Ｕ
＊
》」
禅
竹

　

49
「
し
の
ひ
車
を
《
Ｄ
Ｓ
Ｕ
＊
Ｄ
＊
》」
喜
勝

　

「
忍
び
車
」
は
「
忍
ぶ
」
三
拍
動
詞
一
類
か
＋
「
車
」
三
拍
名
詞
一
類
の
複
合
語
で
、

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
が
推
定
さ
れ
る
。
禅
竹
、
喜
勝
も
語
頭
が
低
く
、
両
胡
麻
と
も
ア
ク
セ

ン
ト
を
反
映
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
語
頭
が
下
が
っ
た
例
で
あ
る
。

　

50
「
ゆ
ふ
し
て
の
《
Ｆ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》」　

禅
竹
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51
「
ゆ
ふ
し
て
の
《
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
》」　

喜
勝

　

「
木
綿
四
手
」
は
「
木
綿
」
二
拍
名
詞
一
類
相
当
＋
二
拍
動
詞
「
し
づ
（
垂
）」
の
連

用
形
だ
が
、
名
詞
化
し
た
「
し
で
」『
袖
中
』
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
り
、
二
拍
名
詞
三
類
と
同

様
で
あ
る
。
こ
の
語
構
成
は
「
す
そ
つ
け
（
裾
付
）」『
名
義
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・『
和
名
』
Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｌ
、「
に
は
た
ち
（
庭
立
）」『
袖
中
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
，「
み
づ
あ
ひ
（
水
合
）」『
名
義
』

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・
Ｈ
Ｈ
Ｘ
Ｘ
、「
み
づ
か
き
（
蹼
・
水
掻
）」『
和
名
．
名
義
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・『
和

名
．
字
鏡
．
京
ア
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
、「
み
づ
つ
き
（
水
付
）」『
和
名
．
名
義
』・『
平
節
』
Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。

　

禅
竹
の
《
Ｆ
Ｕ
Ｕ
》
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
、
室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
わ

な
い
。
喜
勝
の
《
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
》
は
平
ら
な
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
を
反
映
す
る
か
。

　
　
　

四　

お
わ
り
に

　

金
春
禅
竹
の
『
五
音
三
曲
集
』
所
載
の
「
松
風
」
に
つ
い
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
に

用
例
の
な
い
語
を
中
心
に
、
室
町
時
代
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
推
定
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
金
春
禅
竹
の
胡
麻
章
と
、
金
春
喜
勝
の
胡
麻
章
と
も
比
較
し
た
が
、
と

も
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
か
な
り
生
か
し
た
節
付
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら

外
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
現
代
の
謡
と
は
異
な
り
、
同
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
謡
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

【
注
】

（
一
）
坂
本
清
恵
・
秋
永
一
枝
・
上
野
和
昭
・
佐
藤
栄
作
・
鈴
木
豊
編
『「
早
稲
田
語
類
」

「
金
田
一
語
類
」
対
象
資
料
』
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会　

一
九
九
八
年

（
二
）
謡
の
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
謡
曲
に
お
け
る
訛
り
と
ア

ク
セ
ン
ト
」『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
笠
間
書
院　

二
〇
〇
〇
年
を
ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

（
三
）『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究　

研
究
篇
上
』
二
五
九
ペ
ー
ジ
。

（
四
）
注
３
三
三
七
ペ
ー
ジ

（
五
）
坂
本
清
恵
「
金
春
禅
竹
の
胡
麻
章
―
施
譜
法
と
ア
ク
セ
ン
ト
反
映
度
―
」『
論
集
』

Ⅹ　

二
〇
一
五
年

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵　

金
春
禅
竹
自
筆
本
『
五
音
三
曲
集
』http://base1.nijl.

ac.jp/iview
/Fram

e.jsp?D
B_ID

=G0003917K
T

M
&

C_CO
D

E=099-0081

法
政
大
学
野
上
記
念
能
楽
研
究
所
蔵　

毛
利
家
旧
蔵
金
春
喜
勝
筆
謡
本　
「
松
風
」

http://nohken.w
s.hosei.ac.jp/nohken_m

aterial/htm
ls/index/pages/cate1.

htm
l

　

な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
は
、
影
印
掲
載

許
可
を
い
た
だ
き
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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３類 絵・木・酢・手・荷・根・火・輪 Ｒ（Ｈ） Ｒ（Ｈ） Ｒ（Ｈ）・Ｌ（Ｈ） Ｈ（Ｌ） Ｈ（Ｌ）

１類 飴・梅・顔・柿・風・里・末・庭・鼻 ＨＨ（Ｈ） ＨＨ（Ｈ） ＨＨ（Ｈ） ＬＨ（Ｈ） ＬＨ（Ｈ）

２類 歌・紙・川・橋・冬・村 ＨＬ（Ｌ）

３類 足・浦・髪・草・潮・花・腹・山・夢・海士× ＬＬ（Ｌ）

４類 糸・海・肩・錐・空・中・箸・船 ＬＨ（Ｈ） ＬＨ（Ｈ） ＬＨ・ＬＬ（Ｈ）

５類 秋・雨・琴・猿・露・鶴・春・窓 ＬＦ（Ｌ） ＬＦ（Ｌ） ＬＦ・ＬＨ（Ｌ）

２類 小豆・女・毛抜き・娘 ＨＨＬ（Ｌ）

４類 頭・男・鏡・刀・宝・光 ＬＬＬ（Ｌ）

３類 鮑・二十歳・山葵 ＨＬＬ（Ｌ）

５類 朝日・命・心（×）・姿・涙・錦・枕 ＬＬＨ（Ｈ）

７類 蚕・兜・便・椿・病 ＬＨＬ（Ｌ） ＬＨＬ（Ｌ） ＬＨＬ（Ｌ） ＨＬＬ（Ｌ）

６類 鰻・狐・雀・鼠・雲雀 ＬＨＨ（Ｈ） ＬＨＨ（Ｈ） ＬＬＨ（Ｈ） ＨＬＬ（Ｌ）

１類 霞・形・車・煙・氷・衣・魚・隣・柳 ＨＨＨ（Ｈ） ＨＨＨ（Ｈ） ＨＨＨ（Ｈ） ＬＨＨ（Ｈ）

買う・欠く・鳴る・振る・行く

着る・為る・似る・寝る

飼う・書く・住む・成る・降る

来る・出る・見る

上がる・歌う・踊る・通う・進む・運ぶ・拾う

上げる・植える・消える・捨てる・染める

余る・祈る・移す・落とす・思う・作る・頼む

生きる・落ちる・過ぎる・慣れる・延びる

３類 歩く・隠す ＬＨＨ ＬＨＨ

１類 赤い・甘い・薄い・軽い・重い ＨＨＦ ＨＨＬ ＬＨＨ ＬＨＨ

２類 痛い・高い・悪い・細い・青い ＬＬＦ ＨＬＬ ＬＨＬ ＬＨＬ

ＨＬ（Ｌ）

３拍

ＨＨＬ（Ｌ） ＨＨＬ・ＨＬＬ ＬＨＨ（Ｌ） ＬＨＨ（Ｌ）

ＨＬＬ（Ｌ） ＨＬＬ（Ｌ） ＬＨＬ（Ｌ）
ＨＬＬ（Ｌ）

２拍
ＨＬ（Ｌ） ＨＬ（Ｌ） ＬＨ（Ｌ） ＬＨ(Ｌ）

ＨＬ（Ｌ）

ＬＨＨ（Ｈ）

動詞

２拍

１類 ＨＨ ＨＨ ＨＨ ＬＨ ＬＨ

２類

名詞

Ｌ（Ｈ） Ｌ（Ｈ）

ＬＨ ＬＨ ＬＨ

３拍形容詞

ＬＨＨ ＬＨＨ

２類 ＬＬＨ ＨＬＬ
ＬＨＬ ＬＨＬ

ＬＬＨ

３拍

１類 ＨＨＨ ＨＨＨ
ＨＨＨ

ＨＬ ＨＬ

ＨＬＬ
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Assumption regarding Accent in the Noh Chant “Matsukaze”
 in the Muromachi Era

Sakamoto  Kiyoe

　　It is said that the traditional music of Japan reflects the accent in Japanese which is realized by 

pitch. Research until now has shown that the scores of such genres of music as shomyo (Buddhist 

sutra music), heikyoku (chanting of the Tale of Heike played to the accompaniment of heike biwa), 

and gidayubushi (narrative accompanied by a shamisen in bunraku puppet theater) reflect the 

accent used at the time of their composition.

　　The purpose of the present paper is to show, using the noh chant “Matsukaze” as an example, 

how noh chants of the Muromachi era are used to investigate the accent system of Kyoto in the 

same period. The paper will also explain how accent is assumed for words lacking descriptive 

evidence by extrapolating from their structure and their accentual classes. By comparing the goma 

marks for “Matsukaze” in Go-on san-gyoku shu, a text on noh chants by KOMPARU Zenchiku, and 

those by KOMPARU Yoshikatsu, this paper attempts to clarify how goma marks found in books of 

noh chants for the Muromachi era reflect the accent of the time.


